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び液剤を用いた．錠剤はその１錠中にpyrantel塩基５０

ｍｇを，また液剤はその１ｍ’中に同５０ｍｇを含有する

ものである（以下pyrantel製剤の表示臘量はすべてｐy‐

rantel塩基としての重量をしめす)釿

被駆虫者については，駆虫前後における下剤の投与な

らびに駆虫前における食餌制限等は一切行なわなかっ

た．投薬場所としては，学校，集会所等を利用して行な

った．投薬前に簡単な問診をおこない，心，腎，肝の疾

患を有する者および妊婦については，これを正規の投薬

対象から除外した．薬剤は服用者各人ごとに体重を測定

してその投与量を調整し，投薬者の面前で確実に服用さ

せた．

滋賀県山東町の鉤虫寄生者（GroupＡ）に対しては，

昭和45年１月に錠剤を，また山梨県下部町の鉤虫寄生者

(GroupＢ)に対しては昭和45年５月に液剤を各10ｍｇ/k９

１回投与により駆虫した．

３）駆虫効果の判定：駆虫後の効果判定は虫卵陰転率

(以下陰転率）によった．即ち薬剤投与後３～４週の間

に採便し，ＧｒｏｕｐＡについては，同一便につきセロフ

ァン厚層塗抹法（便量約100ｍｇ）１回，飽和食塩水浮

遊法１回，カバーグラスによる直接塗抹法３回により検

し注1)，またＧｒｏｕｐＢについてはセロファン厚層塗抹

Pyrantelpamoate（Combantrin）は，回虫，鉤虫，

嶢虫等に対して勝れた駆虫効果をしめすといわれる新ら

しい広域駆虫剤であるが，著者ら（小林ら，1970）は先

に本剤の回虫に対する駆虫効果を検し，その標準量（10

ｍｇ/kg）１回投与によって90％以上に達する高い虫卵陰

転率が得られることを報告した．

本剤の鉤虫に対する効果については,最近横川ら(1970）

により報告されているが，今回著者らもズピニ，アメリ

カ両種鉤虫に対する駆虫効果について検討する機会をえ

たので，その結果について報告する．

１．ズビニ鉤虫寄生者に対する駆虫試験

試験方法

１）駆虫対象：ズビニ鉤虫寄生者としては，従来ズピ

ニ鉤虫優占地区として知られている滋賀県山東町の一般

住民5,560名および山梨県下部町の一般住民2,911名に

ついてセロファン厚層塗抹法１回による糞便検査を行

ない鉤虫卵が検出された者（両地区における鉤虫陽性率

は，各0.3％，1.8％）のうちから，それぞれ18名および

27名を選び出した．これらの鉤虫寄生者については，糞

便の濾紙培養法をおこない，遊出仔虫につき，すべてズ

ピニ鉤虫単独寄生者であることを確認した．

２）使用薬剤および駆虫方法：薬剤としては，台糖フ

ァイザー株式会社提供のpyrantelpamoateの錠剤およ

註１，２）後検査において培養法を省略したのは，その時

期が厳冬期に相当し，培養法は適当でない（小

宮ら，1960)と判断したからである．
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Ａ）AnthelminticeHects

Subjected
area

Ｆｏｒｍｏｆ

ｄｒｕｇ

Ｎｏ．

treated
％
cured

Ｎｏ．

cured

l6

Group Dosage＊

１０ｍｇ/kg，
single

lOmg/k9,
ｓｉｎｇｌｅ

Tablet

Syrup

Santo-chq
ShigaPrefecture

Shimobe-machi，
Yamanashi

Prefecture

1８

２４

8８．９

９５．８

Ａ
Ｂ

2３

Total 4２ 3９ 9２．９

B）Ｓｉｄｅeffects

％
aHected

ll

Ｎｏ．

affected

２

Formof

drug

Tablet

Ｎｏ．

treated

l8

Symptoms

nausea(1)，vomitinE(1)

Ｇｒｏｕｐ

Ａ

Ｂ

Dosage

lOmg/kg，
single

lOmg/kR

single

headache(4)1５

１３

４
６

２７Syrup

Total ４５

＊Dosagesareshownaspyrantelbase．

法，浮遊法，濾紙培養法の各１回宛の同時施行により検

査し，その何れにも鉤虫卵陰性の者をもって陰転者とみ

なした．

４）副作用の調査：寄生虫検査指針（1965）に準拠し

てこおなった．

ロファン厚層塗抹法１回検査による糞便検査で鉤虫卵陽

性の者（鉤虫陽性率1.8％）のうちから49名を選んだ．

これらの陽性者は，その糞便培養による遊出仔虫の観察

により，いずれもアメリカ鉤虫単独寄生者であることが

確かめられた．

投薬は，前試験時と同様，体重測定，投薬前の問，視

診等，型のごとく行なったのち，これを無作意にほぼ２

等分し，うち26名(GroupＣ)についてはpyrantelpa‐

moate錠（１錠中pyrantel塩基125ｍｇ含有）を１０

ｍｇ/k９１回投与とし，他の23名（GroupＤ）について

は同錠剤の20ｍｇ/k９．１回投与とした．投薬は昭和45年

２月に実施した．駆虫効果の判定は陰転率によった．後

検査の方法は，同一便につき浮遊法の同時３回注2)施行

とした．副作用の調査方法等については先の試験でのそ

れと同様である．

成績

駆虫成績はＴａｂｌｅ２にしめされるように，pyrantel

pamoate錠の10ｍｇ/kｇ投与による陰転率は45.5％（10／

22)，同20ｍｇ/kｇ投与時のそれは52.2％（12/23）であ

り，両陰転率間には有意差はみとめられなかった．

副作用発現率は，１０ｍｇ/kｇ投与群では12％（3/26)，

20ｍｇ/kｇ投与群では４％（1/23）と，後者においてか

えって低い発現率となったが，両者の差は有意でなかっ

た．

成績

ズピニ鉤虫寄生者に対するpyrantelpamoateの駆

虫効果および副作用についてはＴａｂｌｅｌにしめしたと

:おりである．

すなわち陰転率はＧｒｏｕｐＡでは88.9％（16/18)，

ＧｒｏｕｐＢでは95.8％（23/24）で，両陰転率間に有意差

はみとめられず，平均92.9％（39/42）となった．なお

ＧｒｏｕｐＢにおいて被検者数が服用者数よりも３名少な

くなっているが，その理由は規定の後検査を行いえなか

った者を集計から除外したためである（以下ＧｒｏｕｐＣ

についても同断)．

副作用は服用者のそれぞれ11％（2/18）および１５％

(4/27)，平均13％（6/45）にみられ，症状の内訳は頭

痛，悪心，嘔吐であったが，その程度はいずれも軽度で

臥床にいたる程度の者はなかった．

2．アメリカ鉤虫寄生者に対する駆虫試験

試験方法

アメリカ鉤虫寄生者としては，従来同鉤虫優占地区と

して知られる千葉県大綱白里町の一般住民8,219名中セ ３．両種鉤虫混在地区の鉤虫寄生者に対するpyran‐

（５３）
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A）Anthelminticeffects '

％
Cureｄ

4５．５

Ｆｏｒｍｏｆ

ｄｒｕｇ

Ｎｏ．

cured

lO

Ｎｏ．

treated

２２

Dosage＊Group Subjectedarea

１０ｍｇ/k９，
single

２０ｍｇ/k９，
single

Tablet

Tablet

Oami-Shirasato-cho，
ChibaPrefecture

〃

Ｃ
Ｄ

2３ 1２ 5２．２

Ｂ）Ｓｉｄｅeffects

９６
af(ected

FormofNq

drug treated

Ｎｏ．

affected SymptomsGroup Dosage

diarrhea(1)，
dizziness(1)

headache(1)，
abd、ｐａｉｎ(1)，
nausea(1)

１０ｍｇ/k９，
single

２０ｍｇ/k９，
single

Tablet

Tablet

２
４

１３
１

2６

２３

Ｃ
Ｄ

base．＊Ｄｏｓａｇｅｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎｔｅｒｍｓｏｆｐｙｒａｎｔel

telpamoateとbepheniumhydroxynaphthoateの効

果比較試験

なお駆虫の結果，駆虫し切れずに虫卵が検出された

者について濾紙培養法を行ない，鉤虫種の判別の行ない

得た者について，その内訳をみたところ，pyrantel投与

群ついては，２５名のうちズピニ鉤虫寄生者４名，アメリ

カ鉤虫保有者21名であり，一方bephenium剤投与群で

は，ズビニ鉤虫保有者１名，アメリカ鉤虫保有者５名と

なっており，これらの結果は，両薬剤とも投薬の結果，

ズピニ鉤虫に対して，より強く奏効したということを意・

味するものと思われる．

一方副作用は，規定の副作用調査を行ないえた者につ

き，pyrantel剤では服用者の６％（5/77）にその発現

がみられたのに対して，bephenium剤では48％(14/29）

と，後者にいちじるしく，両発現率間の差は有意であっ

た（X2＝22.2)．副作用の内訳は，pyrantel剤投与時に

おいては，悪心，頭痛，めまい等であったが，bephe‐

nium剤では，悪心，腹痛，頭痛などが主なもので

あり，副作用発現者の半数は２件以上の症状を訴え

た．

試験方法

本試験には，静岡県清水市の両河内および小島地区の

一般住民4,508名中，セロファン厚層塗抹法１回検査に

より鉤虫卵陽性の者(鉤虫陽性率3.7％）のうちから１１５

名を選び被検対象とした．本地区は鉤虫寄生者中，一部

無作意抽出者（28名）につき，その糞便の濾紙培養によ

る遊出仔虫の判別により，ズビニ鉤虫保有者とアメリカ

鉤虫保有者の比率がほぼ５：４の割合に混在しているこ

とが判明した．

これらの鉤虫寄生者の84名（GroupＥ）にはpyran‐

telpamoate錠（１錠中pyrantel塩基100ｍｇを含有）

を10ｍｇ/k９．１回投与，３１名(GroupＥ)にはbephenium

hydroxynaphthoate(AlcoparP，バロースウェルカム社

製-田辺製薬）を成人量として2.49（bephenium塩基換

算）を１回に投与した．

投薬は昭和45年７月に行ない，駆虫効果は，投薬後３

～４週の間に採取した便につき，セロファン厚層塗抹

法，浮遊法，濾紙培養法の同時施行の結果により判定し

た．投薬前の手つづきならびに副作用の調査方法等につ

いては先の試験時と同様にしておこなった．

成績

成績はＴａｂｌｅ３にしめしたように,pyrantelpamoate

による陰転率は69.0％（58/84)，bepheniumhydroxy‐

naphthoateによるそれは71.0％（22/31）で，両薬剤に

よる陰転率問には差はみとめられなかった．

考察

Pyrantelpamoate剤がズピニ鉤虫に対して有効であ

ることはＢｅｌｌ（1969）により，その臨床試験の結果み

とめられたが，さらにその後，横川ら（1970）は，本剤

の駆虫効果をズピニ,アメリカ両種鉤虫について検討しジ

ズピニ鉤虫に対しては20ｍｇ/k９．１回投与により90.9％

(10/11)，アメリカ鉤虫に対しては１０ｍｇ/k９．１回投与

では76.4％（13/17)，２０ｍｇ/k９．１回投与では78.5％

(11/14)の陰転率を得ている．

一定の薬剤による駆虫効果（陰転率）そのものの値

（５４）
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Tblea3Comparisonoftheeffectsofpyrantelpamoateandbepheniumhydroxynaphthoateagainst
hookworminfectionsintheareawhereA"Q)ﾉZosro"zaa2Joae"αＺｅａｎｄＪＶｂｃａＺｏγα"z”/cα""scoexist

A）Anthelminticeffects

ＦｏｒｍｏｆＮｏ、 Ｎｏ． ％
drugtreatedcuredcured

Group Subjectedarea Anthelmintic Dosage
｢へ

Shimizu-shi，
ShizuokaPrefecture

〃

pyrantelpamoate １０ｍｇ/kg*，Tablet ８４５８６９．０

single

２．４９*＊ Pellet ３１２２７１．０

asadult

dose，single

Ｅ
Ｆ

bephenium
hydroxy‐
naphthoate

B）Sideeffect

Ｆｏｒｍｏｆ

ｄｕｒｇ

Ｎｏ．

treated

Ｎｏ．

affected
％
affectedGroup AnthelminticDosage Symtoms

nausea(4)，headache(2)，
dizziness(1)

nausea(9)，ａｂｄｐａｉｎ(7)，
headache(6)，vomiting(1)，
dizziness(1)，lassitude(1)

１０ｍｇ/kg＊Tablet
single

２．４９*＊ Pellet

asadult

dose，single

pyrantel
pamoate

bephenium
hydroxy‐
naphthoate

7７

２９

６

４８

５

１４

Ｅ
Ｆ

Ｎｏ．patientｗｉｔｈ・…

Group
ａｓｉｎｇｌｅ
ｓｙｍｐｔｏｍ

２ｓｙｍｐｔｏｍｓ ３ｓｙｍｐｔｏｍｓ ４ｓｙｍｐｔｏｍｓ Ｔｏｔａｌ

０
２

５

１４

２
４

０
１

３
７

Ｅ
Ｆ

Ｄｏｓａｇｅｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎｔｅｒｍｓｏｆｂａｓｅｐｒoducts；＊pyrantelbase，＊*bepheniumbase・

は，被駆虫者における鉤虫感染濃度と効果判定方法など横川らもアメリカ鉤虫寄生者についてpyrantel剤と

の相違によって，かなり異なりうるわけであるが，今回bephenium剤の効果を比較して各76.4％,66.6％の陰転

の著者らの試験成績では，ズピニ鉤虫寄生者に対して率を得，両者間には有意差をみとめなかったとい乱

は，pyrantel剤10ｍｇ/k９．１回投与により陰転率92.9％さきに著者らはbephenium剤の両種鉤虫に対する駆

と，横川らのそれ（但し２０ｍｇ/kｇ投与成績）と近似し虫効果を検討し，ズピニ鉤虫寄生者に対しては90％以上

た．アメリカ鉤虫に対しては，著者らの成績では10ｍｇ／の高い陰転率をえたのに対し，アメリカ鉤虫寄生者に対

kｇ投与時45.5％，同２０ｍｇ/kｇ投与時52.2％と，横川しては73.5％という結果を得た（小宮ら，１９６４ａ,ｂ)．

らによる陰転率よりもかなり下廻る値となり，両種鉤虫以上の諸成績を勘案すると，pyrantelpamoateはズ

に対するpyrantel剤の両陰転率間の差は0.1％以下のピニ，アメリカ両種鉤虫に有効であるが，bephenium

危険率で有意であった（X2＝15.5,Ｐ＝0.00004)．剤と同様，とりわけズピニ種に対して著効を発揮する薬

本剤のアメリカ鉤虫に対する駆虫効果は，その10ｍｇ／剤であると考えることができる．なおpyrantel剤のアメ

kｇと20ｍｇ/kｇ各１回投与という条件では，両者の問でリカ鉤虫に対する駆虫効果については，最近Desowitz

有意差がみみとめられなかった点は横川らの成績と同様ら（1970）は，１１ｍｇ/k９．３日間連続投与により83.7％

であった．という高い陰転率をえたと報告しているので，連続投与

また今回の試験において，ズピニ・アメリカ両種混在時の効果についても将来さらに検討する必要があろう．

地区の鉤虫寄生者におけるpyrantel斉'１投与による陰転Pyrantel剤の副作用については,その10ｍｇ/k9,20ｍｇ／

率は，各種単独優占地区でえられた成績のほぼ中間的なｋｇ投与時とも発現率は４～15％と低く，この割合は著

値となったことは，けだし当然の結果であるといえる． 者ら（小林ら，1970）が先きに回虫駆虫時にえた結果

なお同時に対照薬として用いたbepheniumhydroxy‐ （発現率６～14％）とほぼ同様であり，副作用を訴えた

naphthoateの効果は，その標準投与量である2.4ｇとい者の症状とその程度は軽度かつ一過性で，２４時間後には

う量を用いた場合pyrantel剤とほぼ同等であったが， すべて消退している．

（５５）
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これに比してbephenium剤では，服用者の48％に発

現がみられ，また以前の試験（小宮ら，1964ａ）では７２

％に副作用がみられたことを考え合せると,bephenieum

剤の２．４９．１回投与を集団駆虫の標準投与量とするこ

とはむずかしい
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結語

Pyrantelpamoate（Combantrin）による鉤虫集団駆

虫試験を実施し以下の結果をえた．

１）ズピニ鉤虫寄生者に本剤の10ｍｇ/k９．１回投与時

の虫卵陰転率は92.9％（39/42）であった．

２）アメリカ鉤虫寄生者に本剤の10ｍｇ/k９．１回投与

時の虫卵陰転率は45.5％（10/22)，同20ｍｇ/kg，１回投

与時のそれは52.2％（12/23）であった．

３）両種鉤虫混在（ズビニ：アメリカ＝５：４）地区

の鉤虫寄生者につき，pyrantelpamoateとbephenium

hydroxynaphthoateの駆虫効果を比較し，前者では，

その１０ｍｇ/k９．１回投与により69.0％（58/84）の陰転

率が，後者では，2.49(bephenium塩基換算）.１回投

与で，71.0％（22/31）の陰転率がえられた．

４）Pyrantel剤の服用により服用者の４～15％に副作

用の発現がみられたが，いずれも軽度かつ一過性であっ

た．

５）以上により，pyrantelpamoateは，その１０ｍｇ／

k９．１回投与により，ズピニ，アメリカ両種鉤虫に有効

であるが，とりわけズピニ鉤虫に対して高い駆虫効果を

しめすものと結論された．

（５６）
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ANTHELMINTIC EFFECT OF PYRANTEL PAMOATE

AGAINST HOOKWORM INFECTIONS
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Noriji SUZUKI, Mitsuyoshi KUMADA, Haruhiko KUTSUMI, Tatsushi ISHIZAKI,
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YOSHIO ONO,
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MASAMI SAITO,
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AND

Katsuya KATO

{Nagoya Public Health Laboratory, Nagoya)

Pyrantel pamoate (Combantrin) was tested for its efficacy against hookworm infections.

The patients harboring either Ancylostoma duodenale or Necator americanus were given a

single oral dose of pyrantel pamoate or bephenium hydroxynaphthoate. Three weeks after

the treatment, fecal examinations by cellophane thick smear-, brine flotation- and culture techni

ques or by three successive brine flotations on a stool were made for hookworm egg, and those

who turned egg-negative were regarded as the cured. Results obtained were as follows ;

Pyrantel pamoate at a dosage level of 10 mg/kg produced as high cure rate as 92.9% (39/42)

against Ancylostoma infection, while a low cure rate as 45.5% (10/22) against Necator infection.

The difference between both values was significant. For Necator americanus, a treatment with

20 mg/kg remained to produce a slightly higher cure rate as 52.2% (12/23) than that as 45.5%

with 10 mg/kg, the difference between them being not significant. When pyrantel pamoate was

applied at 10 mg/kg level to the patients residing in an area where both hookworm species

coexist (Ancylostoma: Necator=5 : 4), 69.0% (58/84) of them were found cured. In this area, a

cure rate of 71.0% (22/31) was obtained by bephenium hydroxynaphthoate at 2.4 g as adult

dose.

By the treatment with pyrantel pamoate, side effects were found in proportions between

4%—15% of the patients treated, but the symptoms were mild and transient. Bephenium

hydroxynaphthoate produced side effects in 48% (14/29) of the patients.

From these results, it may be concluded that pyrantel pamoate is an effective anthelmintic

against both species of hookworm with more affinity to Ancylostoma duodenale than to Necator

americanus.
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